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我々は雑誌「現代生活のための自由舞台」2）を始めよ
うと思う。
この試みの中心に置かれるのは芸術。現実を、今現在

の実存を見通す、新たな芸術である。
かつてあったのは、目の前の現実から目をそらし、い

にしえの薄暮の中にポエジーを求め、顔を上げずに現実
逃避し、ありえぬものごとが永遠の若さの中で花開くよ
うな遙かな理想の地を追い求める、そんな芸術だ。今日
の芸術はその触手を伸ばして3）、そのなかに生きとし生
けるものすべてを、自然と社会を取り込んでいく。現代
芸術と現代生活とはきわめて密接かつ繊細に相互作用し
つつ結びつき、そして前者を把握しようと思う者は、後
者をその溶け合う無数の線に、交錯し互いに角突き合わ
せる生の欲動に身を浸しつつ、生き抜こうと努めねばな
らない。
時代の精神的指導者たちが黄金の文字で旗印に掲げる

新たな芸術のスローガンは、ただ一言、真実だ。生のあ
らゆる小道にあり、我々が必要とし得ようと努めるも
の。闘う者の目に映らぬ客観的な真実ではなく、心の底
からの確信より自由に産み出され表現される、個的な真
実。何も美化せず隠蔽しない、自主独立した精神の、真
実。そのような精神が知る不倶戴天の敵は、あらゆる姿
をとった嘘である。
ほかのどんなプログラムも、この雑誌「自由舞台」に

書かれることはないだろう。紋切り型に頼ることなどし
ないし、永遠に運動を続けるものを、生と芸術を、慣習
の軛に縛りつけることなどもしようと思わない。生成し

つつあるものこそ、我々の企てにふさわしい。視線は来
るべきものに向けられるのであり、不遜にも人間の果て
しなき可能性を慣習や規則に永遠に閉じ込めんとする類
いの時代錯誤は、願い下げだ。我々は過ぎ去った時代を
今日に伝える偉大なものすべてに、心から敬意を表す
る。しかし過去から現存在の規範を得ることはないの
だ。没しゆく世界を眺めつづける人間ではなく、現時点
での諸要求を身体の深いところで自由に感じとる人間だ
けが、時代の律動する精神的諸力を、現代の人間として、
見抜くのである。
闘いの日々のなかで耳を大地に近づける者は、やって
来つつあるがいまだ見えぬものの響きを聞き取るだろ
う。我々もまた、開かれた感性を携えて、創作衝動と生
成の欲望に満ちた時代のただなかで、秘密に満ちた来る
べき未来の声に、沸き立つ無秩序のなかで押し寄せる新
たなものに、耳を傾けたい。理論の遮断棒も、過去の列
聖された規範的モデルも、我らが世代の本質たる果ての
ない発展を、押しとどめはしない。
新たなものが喜びに満ちた呼びかけとともに歓迎され
るところでは、精神のあらゆる武器を用いた古き私闘が
予告される。いまだ生命を持つ古きものも、人間の偉大
な導き手も、我々にとっての敵ではない。だが死した古
きもの、硬直した規則、身につけたブッキッシュな知識
を振り回して今生まれつつあるものの行く手を阻む息絶
えた批評、それらこそ、我々の戦闘宣言が向けられるべ
き相手である。相手と言っても、ここでは人ではなく事
柄のことなのだが、しかし古き者たちと若者との間に見
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解の対立が生じ、人と対面することなしに事柄と対決な
どできないとすれば、我々は開かれた感性を持って、座
して得た権威におもねることなく、我々世代の要求のた
めに闘うつもりである。そしてこの小雑誌は今生きてい
る者に向けて、いまだ定かでない目標へと歩みを進める
者に向けて差し出されるのであるから、新鮮でみずみず
しい才能を持つ若者たちを我々の周囲に集わせるように
努めたい。驕り高ぶった無能だけは御免蒙りたい。それ
は騒々しくでしゃばって、良きものごとを歪ませてしま
うからだ。新たな芸術に形だけ同調する哀れな人間や、
新たな芸術の成果をかすめ取ろうとする人間に対して、
盲目に騒ぎ立てる敵対者に対するのと同じくらいに、
我々は闘いの準備を整えているのである。
現代の芸術がその若々しい芽を息吹かせるとき、その

根は自然主義の大地に伸びている。現代の芸術は、この

時代の内的衝動に従いつつ自然の生の力を認識すること
へと向かい、真実への荒々しいまでの欲求を持ちなが
ら、我々にありのままの世界を見せてくれるのだ。自然
主義を友として、我々は遙かな道のりをともに歩んでい
こうと思う。その遍歴の旅の途上で、今日いまだ見通せ
ぬ地点において突然道が折れ、芸術と生において驚くべ
き視界が新たに開けてきたとしても、我々はそれを平然
と迎えよう。人の文化の果てしない発展は、いかなる定
式とも、たとえそれが最新のものであっても、結びつい
ていないのだから。そしてこの確信のもとに、永遠に生
成しつづけるものへの信頼のもとに、「現代生活のため
の自由舞台」を我々は始めたのである。
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